



















































　30 分アニメとは，インターネットでの公開の他に 30 分枠のテレビ番組として放映されるアニメである。30 分
アニメを題材とした授業を行っていても，アニメというとジブリの映画だと思われることが多く，アニメの授業
で何をしているのかを訊かれて答えても，話が合わない（1）。本論では 30 号記念として，30 分アニメを授業で用
いる意義と事例を述べる。



















































































































































































































































































































































（ 2 ） 筒井康隆『短篇小説講義　増補版』岩波新書
（岩波書店）p. 3
（ 3 ） ロラン・バルト著　石川美子訳『零度のエクリ
チュール 新版』（みすず書房）
（ 4 ） 最近は「異世界もの」「なろう系」が流行って

















（ 6 ） ジョナサン・カラー著　荒木映子・富山太佳夫
訳『1 冊でわかる　文学理論』（岩波書店）p. 43
（ 7 ） 古谷利裕『虚構世界はなぜ必要か？　SF アニ
メ「超」考察』（勁草書房）p. 286




良 治『 現 代 ア ニ メ「 超 」 講 義 』（PLANETS）
p. 300





























































（31） オタクたちのコミュニケーションは 1996 年頃
から「蘊蓄の競争（stock of knowledge）」から
「コミュニケーションの戯れ」へと変わった。宮
台真司『私たちはどこから来て，どこへ行くの
か』幻冬舎文庫（幻冬舎）pp. 111-112　授業の
終わりのリアクションペーパーにネタとして書く
ならよいのだが，期末レポートに「戯れ」を書い
ても評価しない。
